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四
日
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順
番

と
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診

察
券
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隆

失
せ
物
の
ひ
よ
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と
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出
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初
掃
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聞
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上
手
話
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手
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の
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大
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片
山
　
洋
紅

　
寒
く
な
る
に
つ
れ
恋
し
く
な
る
の
が
、
や
つ
ぱ
り
あ
つ
あ
つ
の
お
で
ん
鍋
、
家
族
や
仲
間
と
温
い
鍋
を
囲
む
の

も
、
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
楽
し
み
、
家
庭
で
も
家
中
揃
つ
て
笑
顔
で
楽
し
く
お
で
ん
鍋
を
囲
み
、
湯
気
の
向
か

う
に
子
の
笑
顔
と
、
子
供
さ
ん
も
喜
ん
で
み
え
る
様
子
の
、
素
晴
ら
し
い
円
満
な
家
庭
環
境
を
よ
ま
れ
た
い
い

句
で
す
。
中
句
下
句
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

初
競
り
に
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は
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む
魚
市
場

大
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き

よ
子

　
東
京
豊
洲
市
場
は
去
年
十
月
開
場
後
、
初
め
て
の
年
明
け
を
迎
え
、
築
地
市
場
か
ら
続
く
年
始
恒
例
の
「初

競
り
」
が
行
は
れ
ま
し
た
。
今
迄
の
最
高
値
は
平
成
十
三
年
の
一
匹
一
億
五
五
四
〇
万
円
で
し
た
。
今
回
は
豊

洲
市
場
開
場
記
念
の
祝
儀
も
有
っ
て
、
最
高
値
は
青
森
県
の
大
間
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
で
一
匹
な

ん
と
三
億
三
三
六
〇
万
円
で
す
し
チ
ェ
ー
ン
店
が
入
札
さ
れ
ま
し
た
、
驚
く
べ
き
高
値
で
す
、
祝
儀
は
ず
む
の

中
句
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

市
制

百
年

祝
ふ
電

飾
水

に
映

ゆ
大
垣
市

神
野

　
武

彦

　
大
垣
市
は
大
正
七
年
四
月
一
日
に
誕
生
し
、
本
年
目
出
度
く
市
制
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
制
一

〇
〇
周
年
施
設
と
し
て
市
役
所
新
庁
舎
は
建
設
中
で
す
し
、
市
制
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
の
行
事
も
沢
山

行
は
れ
、
十
月
七
日
（
日
）
の
お
お
が
き
大
パ
レ
ー
ド
に
は
、
デ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
応
援
参
加
も
有
り
三
十

万
人
以
上
の
来
垣
者
が
有
り
、
そ
の
他
の
日
も
素
晴
ら
し
い
行
事
の
連
続
で
し
た
。
電
飾
を
使
つ
た
行
事
も
多

く
そ
の
電
飾
が
水
に
映
え
る
様
子
を
う
た
わ
れ
た
、
大
垣
市
制
一
〇
〇
年
を
祝
っ
た
よ
い
句
で
す
。
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